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場の方に新年の抱負を発表していただきましたので紹介します。場の方に新年の抱負を発表していただきましたので紹介します。
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毎月１日・１５日発行次号は２月１日の発行です

　新年あけましておめでとうございます。市民の皆様におかれましては、
輝かしい新年をお迎えのことと心よりお慶び申し上げます。
　昨年は、コロナ禍からの回復の兆しが見え始めた一方で、物価の高騰
や国際情勢の不安定化など、市民生活に影響を与える様々な出来事が発
生しました。このような状況下においても、市民の皆様とともに、国や
東京都と連携し、皆様の暮らしを守り、より良い未来を築くために尽力
してまいりました。
　さて、今年、昭和から数えて１００年という節目を迎えます。今の東久
留米市は先人たちが築き上げてきた歴史と文化の上にあります。この歴
史と文化を大切にしながら、私たちは今、新たなステージに立ち、未来
を見据えた街づくりを進めています。
　例えば、先人たちが築き上げてきたこの豊かな自然環境は、昭和の激
動の時代、人々の懸命な活動によってつくられ、そして守られてきまし
た。昭和の時代に培ったこの大切な宝は、今を生きる私たちが未来へと
繋いでいかなければなりません。

　一方で、昭和１００年の感覚の
ままではいけないとも考えてお
り、令和の時代にふさわしい「お
手間を取らせない市役所」を目
指しています。市民課窓口の「書
かない窓口化」をスタートさせ、あるいは電子請求システムの導入によ
り地域社会全体のデジタル化を推進し、また、ＬＩＮＥを活用したサー
ビスを開始するなど、行政サービスのデジタル化を積極的に進め、市民
の皆様の利便性向上に努めていきます。
　市長就任から ３年の間でも、私たちのまちには日々変化が訪れ、新し
い風が吹き込んでいます。本年も変化を恐れず、また守るべきものを大
切にしながら、職員一同、未来を見据えたまちづくりに邁進してまいり
ます。市民の皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。
　本年が、東久留米市がさらなる発展を遂げ、市民の皆様が笑顔あふれ
る一年となることを心から願い、新年のご挨拶とさせていただきます。

新年のごあいさつ
東久留米市長



　市民税・都民税申告書の提出を下表 １の通り受け付けます。
　なお、各会場は混雑が予想されますので、郵送での提出にご協力ください。
◎市民税・都民税申告書の発送・書き方
発送日 １ 月２２日㈬
e ６ 年度に市民税・都民税の申告書を提出された方
j▼同発送日から市nに申告書を掲載予定です。ご
自宅などで印刷し提出ができます▼
年金収入のみの方および １年間収入
がなかった方向けの申告書の書き方
を動画でご案内しています（市nか
ら視聴できます）
◎市役所での所得税の申告
　また、所得税の確定申告書をご自身で作成していただく「作成コーナー」の開設お
よび「作成相談」も実施します。
i所得税の確定申告書の「作成相談」の市役所 ２ 階２０４会議室での
受け付けは、 ２月２１日㈮、 ３月 ７日㈮を除き、予約フォームで事
前予約が必要です（ １ 月１０日㈮から）。また、簡易な申告（下表 ２
参照）に限ります
j予約フォームでの事前予約ができない場合は、課税課（市役所
２階）で予約手続きを行います（電話での予約不可）

税の申告受付のご案内 l市民税・都民税の申告について＝課税課市民税係☎０４２・４７０・７７７７（内線２３３３～２３３７）
　所得税の確定申告について＝東村山税務署☎０４２・３９４・６８１１

７ 年度市民税・都民税の申告書受付および書類の配布

予約フォーム
（１月１０日㈮から）

市民税・都民税申告書類および所得税の確定申告書類の配置市民税・都民税申告書類および所得税の確定申告書類の配置
期間 １ 月２２日㈬から
b市役所 １階エレベーター裏、ハローワーク前（市役所 ２階）、わくわく健康プラザ、
上の原・ひばりが丘・滝山の各連絡所、東部地域センター
i市関連施設に配置する所得税の確定申告書類については、数に限りがありますので、
国税庁nからの印刷もご利用ください

表１　申告受付日程など
会場 日程 受付時間

南部地域センター２階講習室 １月２９日㈬
午前９時半〜正午
午後２時〜３時半東部地域センター１階講習室 １月３０日㈭

わくわく健康プラザ１階講堂 2月７日㈮・１０日㈪

市役所２階２０４会議室
（課税課特設会場）

２月１７日㈪〜３月１７日㈪
※土曜・日曜日、祝日を除く。
※2月２１日㈮、３月７日㈮を除
き、確定申告書作成相談は「事
前予約制」（当日券の配布もあ
り。ただし、相談枠に限りがあ
ります）

午前９時〜正午
午後１時～３時半
※３月１７日㈪は正午まで
※�申告書の「提出のみ」の受け付
けはいずれの日も午前８時半
～午後５時

※竹丘地域市民センターの申告受付会場は、本年から開設しませんのでご注意ください。
※各会場では、確定申告書の提出等も受け付けます。
※確定申告書の「提出」は、税額計算を含め、内容がすべて作成済の申告書をお預かりするものです。
※受付時間は、混雑状況などにより早く終了することがあります。
※各会場とも車での来場はご遠慮ください。
※上記の受け付けはすべて市の課税課職員が対応します。税務署の職員はおりません。
※確定申告書の手書きの記入方法などについては東村山税務署にご相談ください。

表２　確定申告書作成相談のご利用可否
申告の内容 確定申告書作成相談のご利用可否

所
得
関
係

給与 ○ 源泉徴収票が必要です。

雑
年金（公的年金・個人年金） ○

源泉徴収票等が必要です。
※�支払年金額等のお知らせで「一時所得」に区分
されている個人年金（満期保険金の受け取り
等）の申告はご利用できません。

その他雑（報酬・講演料など） × 東村山税務署にご相談ください。
上記以外の所得（事業・不動産・配当
・一時・退職・分離など） × 東村山税務署にご相談ください。

控
除
関
係

医療費控除 ○ 「医療費控除の明細書」の作成・計算はご自身でお済ませください。

社会保険料控除 ○
国民年金保険料と国民年金基金の掛金は控除証
明書が必要です。国保・介護等納付済金額につ
いてはご自身でご確認ください。

生命保険料控除、地震保険料控除
○
控除証明書が必要です。
※�ワンストップ特例を申請している場合は、必
ず寄附金控除を追加してください。寄附金控除

住宅ローン控除 × 東村山税務署にご相談ください。

そ
の
他

特殊な申告（雑損控除、災害減免、外
国税額控除、住宅耐震改修など） × 東村山税務署にご相談ください。
令和6年分以外の申告・準確定申告

※作成コーナーの利用および提出のみの場合は、すべての申告が受け付け可能です。

　確定申告書（贈与税を除く）は、ご自身のスマートフォンとマ
イナンバーカードを使用して、国税庁nの「確定申告書等作成
コーナー」から作成・提出することができます。
　さらにマイナンバーカードを利用してマイ
ナポータルと連携すると、申告に必要な各種
証明書等のデータを一括取得し、確定申告書
の該当項目へ自動入力ができて大変便利です。
　ご自身のスマートフォンで作成・提出した
確定申告書は、コンビニのプリントサービス
で控えを印刷することも可能です。

国税庁n
確定申告書等
作成コーナー

確定申告書はスマートフォンから作成できます

医療費控除を受けるためには
「医療費控除の明細書」の添付が必要です

　医療費控除を受ける際には「医療費控除の明細書」の添付
が必要です（領収書の提出は不要です）。「医療費控除の明細
書」を作成する際は、「医療費を受けた人」「病院・薬局」ごと
に医療費を合計して記載します。
　なお、「医療費控除の明細書」を含め、医療費控除の申告
は、国税庁nの確定申告書作成コーナーで作成できますの
で、ぜひご利用ください。
　なお、医療費の領収書は自宅で ５年間保存する必要があ
ります（税務署から求められたときは、提示または提出し
なければなりません）。

年金申告不要制度について
　公的年金等の収入金額の合計額が４００万円以下であり、
かつ、その公的年金等の全部が源泉徴収の対象となってい
る場合において、公的年金等に係る雑所得以外の所得金額
が２０万円以下である場合には、所得税および復興特別所得
税の確定申告は必要ありません。
　ただし、所得税の還付を受けるには確定申告が必要です。
　※�所得税等の申告が必要ない場合でも、住民税の申告が
必要な場合があります。

　所得税および復興特別所得税、個人事業者の消費税および地
方消費税ならびに贈与税の申告書作成会場を開設します。
開設期間 ２ 月１７日㈪～ ３月１７日㈪
　　　　午前 ８時半～午後 ４時（提出は ５時まで）
　※�土曜・日曜日、祝日を除く。ただし、 ３月 ２日㈰に限り、
確定申告相談および申告書提出を受け付けます。

b東村山税務署（東村山市本町 １−２０−２２）
hマイナンバーカード（利用者証明用電子証明書・署名用電子
証明書）、スマートフォンまたはタブレット、源泉徴収票など
の申告書作成に必用な書類
i▼当日は国税の領収、納税証明書の発行および電話相談は行
いません▼ １月 ６日以降、同税務署庁舎外も含め駐車スペース
がありませんので、公共交通機関をご利用ください▼東京税理
士会東村山支部による「無料申告相談」について、本年も東村山
市内では開催しません。実施場所につきましては国税庁nをご
確認ください
k混雑回避のため、申告書作成会場への入場は「入場整理券」の
事前発行を受けた方を優先とします。当日券も配布しますが、
配布状況によっては受け付けを早めに締め切る場合があります。
　「入場整理券」は、LINEアプリで事前に入手することが可能
です。LINEアプリでの事前発行では、国税庁LINE公式アカウ
ントを「友だち追加」していただくことで、日時指定の「入場整
理券」を入手する手続きが行えます。詳細は国税庁nをご確認
ください

東村山税務署からの
お知らせ

所得税などの
　　　　申告受付

申告書の書き方動画市n
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２ 月 の 無 料 相 談２ 月 の 無 料 相 談
相談内容 相談日 時間 相談員 場所 問い合わせ先

耐震相談 １４日㈮ 午後 ２時～
４時

東久留米建築
設計協会会員

市役所 １階
屋内ひろば

施設建設課
☎０４２・４７０・７７５６

教育相談
※�電話相談
も可

火曜〜
土曜日

午前１０時〜
午後 ５時
（滝山のみ水
曜日は ６時ま
で）

教育相談員

中央相談室
（成美教育文
化会館内教育
センター）

中央相談室
☎０４２・４７３・３６６７

月曜〜
金曜日

滝山相談室
（西部地域セ
ンター内）

滝山相談室
☎０４２・４７５・８９０９

母子・父子
相談 開庁日 午前 ８時半〜

午後 ５時
母子・父子
自立支援員

市役所 ２階
児童青少年課

児童青少年課
☎０４２・４７０・７７３６

知的障害者
相談 １２日㈬ 午前１０時～

正午
知的障害者相
談員

市役所 １階
相談室

前月末までに障害
福祉課
☎０４２・４７０・７７４７
o０４２・４７５・８１８１

心身障害者
（児）相談 平日

午前 ９時〜
午後 ５時

さいわい福祉
センター
支援員

さいわい福祉
センター

さいわい福祉セン
ター
☎０４２・４７７・２７１１

職業相談 開庁日 ハローワーク
三鷹職員

市役所 ２階
ワークコーナー

直接会場で
住宅増改築
相談 １３日㈭ 午前１０時〜

正午、午後 １
時〜 ４時

市住宅増改築
等斡旋事業登
録団体協議会

市役所 １階
屋内ひろば

消費者相談 平日 消費生活相談
員

市役所 ２階
生活文化課

市消費者センター
☎０４２・４７３・４５０５

行政相談 ２ 月は実施しません（次回 ３月１２日㈬実施予定） 生活文化課
☎０４２・４７０・７７３８

生活困窮者
自立相談 開庁日 午前 ９時〜

午後 ４時 相談支援員 市役所 １階
福祉総務課

福祉総務課
☎０４２・４７０・７７４１

相談内容（定員） 相談日 時間 相談員 予約開始日時 場所 問い合わせ先

法律相談（各日 ８人）

５ 日㈬

午前１０時から 弁護士
１月３０日㈭

市役所 ２階
相談室

各予約開始日の午
前 ８時半から電話
で生活文化課
☎０４２・４７０・７７３８

１２日㈬
１９日㈬

２月１３日㈭
２６日㈬

不動産・相続・会社
の登記等相談（ ５人）

５ 日㈬
午後 １時から 司法書士

１月２８日㈫
表示登記・土地の境
界等登記相談（ ４人） 午前１０時から 土地家屋

調査士
相続・遺言・成年後
見等手続き相談
（ ５人）

１２日㈬
午後 １時から

行政書士 ２月 ６日㈭

税務相談（ ５人）
１９日㈬

税理士 ２月１０日㈪
人権・身の上相談
（ ４人）

午後 １時半か
ら

人権擁護委
員 ２月１３日㈭

不動産取引相談
（ ５人） ６ 日㈭

午後 １時から
宅地建物
取引士 １月３０日㈭

交通事故相談（ ５人）

２６日㈬

弁護士

２月２０日㈭年金・労災・雇用・
保険・人事管理等相
談（ ４人）

午前１０時から 社会保険
労務士

女性の悩みごと相談
（各日 ４人）

３ 日㈪

午前１０時半〜
午後 ４時半

女性カウン
セラー

１月２２日㈬
各予約開始日の午
前 ９時から電話で
男女平等推進セン
ター
☎０４２・４７2・0061

１０日㈪
１７日㈪

２月 ５日㈬
２７日㈭

女性弁護士による法
律相談（ ４人） ７ 日㈮ 午前 ９時半〜

午後 ０時半 女性弁護士 １月２４日㈮

経営相談 平日 午前１０時半〜
午後 ４時半

市商工会
経営指導員

前日まで予
約可 市商工会館 市商工会

☎０４２・４７１・７５７７

電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援給付金
（追加分）の支給について

午前１０時～正午　受け付け午前１０時～正午　受け付け
（受付開始直後は混雑が予想されます）（受付開始直後は混雑が予想されます）

１１月月１１１１日（土）日（土）

　市では、電力・ガス・食料品等の価格高騰による負担増を踏まえ、「電力・ガス・食
料品等価格高騰重点支援給付金（追加分）」を支給します。
　現在、支給に向けた準備をしています。支給要件や支給までのスケジュールなどに
ついては市nで随時更新するほか、広報 ２月 １日号でお知らせする予定ですので、今
しばらくお待ちください。
e令和 ６年度住民税非課税世帯
支給金額 １ 世帯あたり ３万円
　※�令和 ６年度住民税非課税世帯のうち、子育て世帯は対象児童 １人あ
たり ２万円を加算。

l市重点支援給付金コールセンター☎０４２・４７０・７８６３（土曜・日曜日、
祝日を除く午前 ８時半〜午後 ５時１５分） 市n

農林業センサスにご協力ください
調査の目的国が統計法に基づき ５年ごとに実施する重要
な統計調査で、農林産物の生産状況や、就業者の人数や
年齢構成などの実態を明らかにするためのもの
調査の対象一定規模以上の農林業を営む全ての方
調査の方法 １ 月中～下旬に調査員が農家の方を訪問し、
聞き取り調査により、一定規模以上であるかを確認させ
ていただきます。該当する場合、調査票を配布しますの
で、 ２月 ２日までに回答をお願いします
j▼調査員は調査員証を携帯しています▼
調査票の回答内容は統計法によって厳重に
保護され、統計作成の目的以外に使用され
ることはありません
l総務課統計調査担当☎０４２・４７０・７８１０ 農林水産省n

　「開運！東久留米七福神めぐり」は、市内 ５つのお寺（多聞寺、米津寺、
大圓寺、宝泉寺、浄牧院）に祀られている七福神を巡り、 １ 年の幸福や
安全を祈願するお正月のウォーキングイベントです。
　落合川や黒目川の澄んだ清流沿いを中心に、豊かな自然が残るコース
を楽しみながら、七福神に １ 年の祈願をしませんか（歩行距離約 ７ ㎞、
所要時間約 ２時間）。
受付会場西口中央公園（本町 １−１２）　終点浄牧院（大門町 １− ３− ４）
参加費無料

jお寺ごとに、祀られている七福神の御尊像 １ 体（大圓寺は ３ 体）を各
５００円でお求めいただけます。また、浄牧院では午後 ３
時まで記念手ぬぐいを販売します。最新情報など詳細は
市コミュニティサイト「くるくるチャンネルn」をご覧く
ださい
l東久留米七福神めぐり実行委員会事務局（市民プラザ）
☎０４２・４７０・７８１３

くるくる
チャンネルn

東久留米七福神めぐり東久留米七福神めぐり
第第２１２１回回 開運！ 開運！

東久留米が誇る清流「落合川」と「黒目川」を楽しみながら東久留米が誇る清流「落合川」と「黒目川」を楽しみながら
５つのお寺をめぐる新春ウォーキングイベント！５つのお寺をめぐる新春ウォーキングイベント！
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市

民

生

活

１月３１日㈮納期限１月３１日㈮納期限
納期内納付にご協力くださいl納税課☎︎042・470・7729

市民税・都民税・森林環境税（普通徴収） 第４期

国民健康保険税 第7期

後期高齢者医療保険料 第7期

介護保険料 第7期

国
民
健
康
保
険 

医
療
費
通
知
の
お
知
ら

せ
を
発
送
し
ま
す

　
健
康
管
理
や
医
療
に
関
す
る

認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

２
月
上
旬
に
６
年
１２
月
末
時
点

で
国
民
健
康
保
険
に
加
入
中
の

方
へ
医
療
費
通
知
の
お
知
ら
せ

を
発
送
し
ま
す
。

c
診
療
年
月
、
医
療
機
関
な
ど

の
名
称
、
診
療
実
日
数
、
医
療

費
の
総
額（
１０
割
分
）、
被
保
険

者
負
担
額
な
ど

　
※
医
療
費
の
金
額
に
は
、
自

由
診
療
や
差
額
ベ
ッ
ド
代
な
ど
、

保
険
適
用
外
の
額
は
含
み
ま
せ

ん
。

対
象
期
間
５
年
１１
月
～
６
年
１０

月
診
療
分

l
保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険

係
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７
３
３

後
期
高
齢
者
医
療 

医
療
費
等
通
知
書
を 

送
付
し
ま
す

　
都
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
で
は
、
健
康
管
理
や
医
療
に

対
す
る
認
識
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
、
１
月
下
旬
に
対
象
者

の
方
へ
医
療
費
等
通
知
書
を
送

付
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の
通
知

に
よ
る
手
続
き
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

c
診
療
年
月
、
医
療
機
関
な
ど

の
名
称
、
診
療
日
数
、
医
療
費

総
額（
１０
割
分
）、
自
己
負
担
相

当
額
な
ど

　
※
医
療
費
の
総
額
に
は
、
自

由
診
療
や
差
額
ベ
ッ
ド
代
な
ど
、

保
険
適
用
外
の
金
額
は
含
み
ま

せ
ん
。

対
象
期
間
５
年
９
月
～
６
年
８

月
診
療
分

e
６
年
１１
月
２９
日
現
在
、
都
後

期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
資

格
が
あ
り
、
対
象
期
間
に
保
険

診
療
で
医
療
機
関
な
ど
へ
の
受

診
履
歴
が
あ
る
方

　
※
６
年
１１
月
３０
日
～
１２
月
１３

日
の
間
に
、
死
亡
に
よ
り
資
格

を
喪
失
さ
れ
た
方
は
除
外
し
て

い
ま
す
。

j
確
定
申
告（
医
療
費
控
除
）の

際
に
添
付
す
る
こ
と
で「
医
療

費
控
除
の
明
細
書
」の
記
載
を

省
略
で
き
ま
す
。
な
お
、
６
年

９
月
～
１２
月
分
は
、
翌
年
度
の

送
付
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
持

ち
の
領
収
書
に
基
づ
い
て「
医

療
費
控
除
の
明
細
書
」の
作
成

が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
保
険
証
利
用
登
録
を
さ
れ

た
方
は
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
ご

自
身
の
医
療
費
情
報
の
閲
覧
が

可
能
で
す
。
例
年
、
原
則
２
月

９
日
に
申
告
年
分
の
１
月
～
１２

月
の
情
報
を
一
括
で
取
得
可
能

で
す（
は
り
・
き
ゅ
う
、
あ
ん

ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
等
の
施
術
費

用
等
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
）。
詳

細
は
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

l
保
険
年
金
課
高
齢
者
医
療
係

☎
０４２
・
４
７
０
・
７
８
４
６

介
護
保
険
料
の
納
期
内

納
付
に
ご
協
力
を

　
６５
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険

料
は
、
お
よ
そ
９
割
の
方
が
年

金
か
ら
の
天
引
き
で
す
が
、
残

り
の
１
割
の
方
は
納
付
書
払
い

ま
た
は
口
座
振
替（
銀
行
や
郵

便
局
の
口
座
か
ら
の
引
き
落
と

し
）に
よ
り
納
め
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　
納
付
書
で
納
め
る
方
に
つ
い

て
は
、
納
期
内
の
納
付
を
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
、
納
め
忘
れ

な
ど
が
な
い
よ
う
、
口
座
振
替

の
利
用
も
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

◎
保
険
給
付
の
制
限

　
介
護
保
険
料
を
滞
納
す
る
と
、

督
促
状
の
送
付
、
延
滞
金
の
加

算
、
滞
納
処
分（
財
産
の
差
押

え
な
ど
）の
他
、
滞
納
期
間
に

応
じ
、
介
護
保
険
を
利
用
す
る

際
に
保
険
給
付
の
制
限
を
受
け

ま
す
。
特
に
２
年
以
上
滞
納
す

る
と
、
利
用
者
負
担
の
割
合
が

３
割
ま
た
は
４
割
に
引
き
上
げ

ら
れ
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

な
ど
の
支
給
も
受
け
ら
れ
な
く

な
る
こ
と
か
ら
、
本
人
だ
け
で

な
く
、
介
護
す
る
家
族
の
負
担

も
増
大
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
納
期
限
か
ら
２
年

以
内
の
滞
納
の
あ
る
方
に
対
し

て
、
１
月
中
旬
頃
に
お
知
ら
せ

を
発
送
予
定
で
す
。
介
護
保
険

料
は
、
納
期
限
か
ら
２
年
を
経

過
す
る
と
、
時
効
に
よ
り
納
付

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
保
険
給

付
の
制
限
を
受
け
な
い
よ
う
、

早
急
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
納
付
相
談
に
つ
い
て

　
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
、

滞
納
し
て
い
る
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
場
合
に
は
、
分
割
納

付
な
ど
の
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。
滞
納
が
積
み
重
な
る
前
に
、

早
急
に
納
税
課
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

l
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
＝
介

護
福
祉
課
保
険
係
☎
０４２
・
４
７

０
・
７
８
１
８
、
納
付
相
談
に

つ
い
て
＝
納
税
課
☎
０４２
・
４
７

０
・
７
７
３
０

介
護
認
定
に
基
づ
い
て

受
け
ら
れ
る
税
控
除

　
所
得
税
や
市
民
税
・
都
民
税

の
申
告
の
際
に
、
介
護
認
定
を

お
持
ち
の
方
は
税
控
除
を
受
け

ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
要
件
に
該
当
す
る
方

は
介
護
福
祉
課（
市
役
所
１
階
）

で
証
明
書
類
の
交
付
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

◎
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書

（
障
害
者
控
除
を
受
け
る
た
め

の
書
類
）

要
件
控
除
の
対
象
と
な
る
年
の

１２
月
３１
日
時
点
で
次
の
①
・
②

の
両
方
に
該
当
す
る
方

①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
６５
歳

以
上
の
方
②
介
護
認
定
を
受
け

て
い
て
、
認
定
審
査
会
資
料
で

認
知
症
高
齢
者
自
立
度
が
Ⅱ
ａ

以
上
、
ま
た
は
障
害
高
齢
者
自

立
度
が
Ｊ
１
以
上
の
方（
申
請

後
、
同
課
で
確
認
）

◎
主
治
医
意
見
書
確
認
書（
お

む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受
け

る
た
め
の
書
類
）

要
件
介
護
認
定
を
受
け
て
い
て
、

主
治
医
意
見
書
で
障
害
高
齢
者

自
立
度
が
Ｂ
１
以
上
か
つ
、
尿

カ
テ
ー
テ
ル
使
用
ま
た
は
尿
失

禁
の
発
生
も
し
く
は
発
生
可
能

性
が
あ
る
と
記
載
さ
れ
て
い
る

方（
申
請
後
、
同
課
で
確
認
）

　
※
該
当
し
な
い
方
は
、
医
師

が
発
行
す
る「
お
む
つ
使
用
証

明
書
」が
必
要
で
す
。
ま
た
、

お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受

け
る
の
が
１
年
目
の
場
合
は
、

６
カ
月
以
上
有
効
な
介
護
認
定

を
受
け
て
い
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

◎
共
通
事
項

申
請
に
必
要
な
も
の
▼
対
象
者

本
人
の
介
護
保
険
被
保
険
者
証

（
ま
た
は
写
し
）▼
申
請
者
の
本

人
確
認
書
類

k
l
同
課
介
護
サ
ー
ビ
ス
係
☎

０４２
・
４
７
０
・
７
７
７
７（
内

線
２
５
５
３
～
２
５
５
７
）

お
わ
び
と
訂
正

　

広
報
６
年
１２
月
１５
日
号「
６

年
度
上
半
期（
４
月
～
９
月
）の

市
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
」の
記
事
に
掲
載
し
ま
し

た
市
有
財
産
の
状
況
の
土
地

（
公
園
や
施
設
の
敷
地
な
ど
）の

６
年
９
月
末
の
地
積
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。

　

正
し
く
は「
５９
万
５
５
２
１

・
１６
㎡
」で
す
。
お
詫
び
し
て

訂
正
し
ま
す
。

l
財
政
課
☎
０４２
・
４
７
０
・
７

７
０
６

こ
ど
も

と
教
育

７
年
度
新
入
学
児
童
・

生
徒
の
入
学
説
明
会

　
４
月
に
小
・
中
学
校
へ
入
学

す
る
お
子
さ
ん
の
保
護
者
を
対

象
に
、
入
学
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。
日
時
・
会
場
な
ど
は
入

学
通
知
書
同

封
の
入
学
案

内
ま
た
は
市

n
を
ご
覧
い

た
だ
き
、
必

ず
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

h
上
履
き
、
筆
記
用
具

l
入
学
す
る
各
小
・
中
学
校

２０
歳
に
な
っ
た
ら 

国

民

年

金

　
日
本
に
住
む
２０
歳
以
上
６０

歳
未
満
の
方
は
国
民
年
金
に

加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
国
民
年
金
は
、
老
後
の
生

活
保
障
だ
け
で
な
く
、
万
が

一
病
気
や
怪
我
で
障
害
が
残

っ
た
と
き
や
、
一
家
の
働
き

手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
な
ど
に
、

あ
な
た
や
あ
な
た
の
家
族
を
守

る
仕
組
み
で
す
。

　
た
だ
し
、
必
要
な
手
続
き
を

行
わ
ず
、
保
険
料
を
未
納
の
ま

ま
に
す
る
と
年
金
が
受
け
ら
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
２０
歳
の
誕
生
日
か
ら
、
お
お

む
ね
２
週
間
以
内
に「
国
民
年

金
加
入
の
お
知
ら
せ
」が
届
き

ま
す（
厚
生
年
金
に
加
入
し
て

い
る
方
は
除
き
ま
す
。
ま
た
、

第
３
号
被
保
険
者
に
該
当
す
る

場
合
は
配
偶
者
の
勤
務
先
を
経

由
し
て
の
届
け
出
が
必
要
で

す
）。
基
礎
年
金
番
号
通
知
書

は
、
保
険
料
納
付
の
確
認
や
将

来
年
金
を
受
け
取
る
際
な
ど

に
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　
学
生
の
方
や
収
入
が
少
な

く
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な

方
は
、「
学
生
納
付
特
例
制

度
」や「
免
除
・
納
付
猶
予
制

度
」な
ど
保
険
料
の
支
払
い

を
猶
予
・
免
除
す
る
制
度
が

あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
書
類

を
ご
確
認
・
ご
用
意
の
上
、

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト（
マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
）か
ら
の
申
請
も
可
能

で
す
。

l
武
蔵
野
年
金
事
務
所
☎
０

４
２
２
・
５
６
・
１
４
１
１

国
民
年
金

だ
よ
り

市n

　「就学支援シート」は、お子さんが楽しく学校生活を送ることができるよう、家庭・
幼稚園・保育園などでの「お子さんの様子や気に掛けていること」「配慮してほしいこ
と」などを入学する小学校へ伝える書類です。

配布場所市内および近隣市の各幼稚園・保育園、わか
くさ学園、中央相談室、滝山相談室、指導室（市役所
６階）
c就学支援シートには、保護者や幼稚園などが次の事
項を記入します
　▼健康や日常生活面について
　▼人との関わりについて
　▼興味や関心のあることについて
　▼保護者から学校への要望など
e ７ 年 ４ 月に小学校に入学するお子さんの保護者で就
学支援シートの活用を希望する方

提出方法保護者が必要事項を記入の上、各園などの担
任に提出してください。各園などで就学前機関の欄を
記入し、保護者に返却します。その後、保護者は保護
者欄に記入の上、原則各園などに提出してください（入
学する学校へ直接提出も可）
　※�「就学支援シート」は他の目的に使用することはあ
りません。

提出期間▼各園などに提出＝ ２ 月 ６ 日㈭まで
　　　　▼入学する学校に提出＝ ２ 月 ７ 日㈮～１４日㈮
l指導室特別支援教育係☎０４２・４７０・８０３２

就学支援シート

「就学支援シート」を
ご活用ください
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凡例  a日時  b場所  c内容  e対象  f定員  d講師  g費用  h持ち物  iご注意  jその他  k申し込み  l問い合わせ  nホームページ  m電子メール

市民生活 こどもと教育



児
童
扶
養
手
当
を 

振
り
込
み
ま
す

　
６
年
１１
月
～
１２
月
分
の
児
童

扶
養
手
当
を
７
年
１
月
１４
日
㈫

に
指
定
預
金
口
座
に
振
り
込
み

ま
す
。
利
用
金
融
機
関
に
よ
っ

て
は
入
金
が
遅
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

i「
児
童
扶
養
手
当
現
況
届
」の

提
出
が
な
い
方
ま
た
は
不
備
書

類
が
あ
る
方
は
、
１
月
に
手
当

が
振
り
込
ま
れ
ま
せ
ん
。
１
月

以
降
に
当
該
現
況
届
、
不
備
書

類
を
提
出
し
た
場
合
は
、
提
出

の
翌
月
振
り
込
み
と
な
る
た
め
、

早
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

l
児
童
青
少
年
課
助
成
支
援
係

☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７
３
６

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト

・
セ
ン
タ
ー
事
業
説
明
会

　
フ
ァ
ミ
リ

−

・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
は
、
お
子
さ
ん
を
預

け
た
い
人
、
協
力
し
た
い
人
か

ら
な
る
有
償
の
相
互
援
助
活
動

で
す
。
利
用
し
た
い
人
、
協
力

し
た
い
人
と
も
に
、
ま
ず
は
事

業
説
明
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

a
①
１
月
２５
日
㈯
②
２
月
１９
日

㈬
、
い
ず
れ
も
午
前
１０
時
～
１１

時b
①
わ
く
わ
く
健
康
プ
ラ
ザ
２

階
社
協
会
議
室
②
市
役
所
１
階

市
民
プ
ラ
ザ
会
議
室

f
各
先
着
１０
人（
事
前
予
約
制
）

h
事
前
送
付
資
料
、
入
会
希
望

者（
保
護
者
）の
顔
写
真
、
本
人

確
認
書
類（
運
転
免
許
証
な
ど
）

j
登
録
後
、
次
の
こ
と
が
必
要

で
す
▼
会
員
同
士
の
顔
合
わ
せ

▼
サ
ポ
ー
ト
会
員
の
場
合
、
講

習
会（
７
年

６
月
実
施
予

定
）の
受
講

k
①
は
１
月

２０
日
㈪
、
②

は
２
月
１２
日
㈬
ま
で
に
、
電
話

ま
た
は
直
接
同
セ
ン
タ
ー
で

l
同
セ
ン
タ
ー
☎
０４２
・
４
７
５

・
３
２
９
４

高
齢
者

・
福
祉

視
覚
障
害
者
向
け
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
体
験
会

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
っ
て

い
な
い
方
や
、
操
作
に
不
慣
れ

な
視
覚
障
害
の
あ
る
方
が
、
た

の
し
み
な
が
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
活
用
を
体
験
で
き
る
教
室

形
式
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

a
全
６
回
。
２
月
７
日
・
１４
日

・
２１
日
・
２８
日
、
３
月
７
日
・

１４
日
、
い
ず
れ
も
金
曜
日
午
前

９
時
半
～
午
後
０
時
半

b
さ
い
わ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

c
基
本
操
作
や
視
覚
障
害
者
向

け
ア
プ
リ
の
紹
介

e
市
内
在
住
で
原
則
全
回
参
加

で
き
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お

持
ち
で
な
い
ま
た
は
使
い
慣
れ

て
い
な
い
視
覚
障
害
の
あ
る
方

お
よ
び
そ
の
介
助
者（
障
害
者

手
帳
の
有
無
不
問
）

f
４
人（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
。
結
果
は
応
募
者
全
員

に
通
知
）

d
都
の
委
託
に
よ
る
専
門
講
師

h
ご
自
身
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

（
お
持
ち
の
方
の
み
）

j
主
催
は
都

k
１
月
２８
日
㈫
午
後
４
時
ま
で

に
、
都
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
向

上
支
援
事
業
事
務
局
宛
て
電
話

☎
０３
・
６
３
８
６
・
５
４
７
０

（
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

ま
た
は
o（
０３
・
５
２
４
９
・

３
５
５
８
）で
。
o
の
場
合
は

氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・
m

ア
ド
レ
ス
・
貸
出
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
の
希
望
の
有
無
・
所
有
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
あ
る
場
合
は

機
種
を
記
入
の
上
、
送
信
を

l
同
事
務
局

認
知
症
介
護
者
家
族
会

　
認
知
症
の
方
を
介
護
す
る
ご

家
族
の
方
、
一
人
で
介
護
の
悩

み
を
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
。
日

々
の
こ
と
や
心
配
ご
と
な
ど
を

気
軽
に
話
し
、
ほ
っ
と
で
き
る

場
所
と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

２
月
は
東
部
・
西
部
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
主
催
で
す（
中

部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は

３
月
に
開
催
し
ま
す
）。

◎
東
部
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

対
象
地
域
上
の
原
・
神
宝
町
・

金
山
町
・
氷
川
台
・
大
門
町
・

東
本
町
・
新
川
町
・
浅
間
町
・

小
山

a
b
２
月
１８
日
㈫
午
後
１
時
１５

分
～
２
時
半
、
東
部
地
域
セ
ン

タ
ー
会
議
室
２

k
l
東
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
０４２
・
４
２
８
・
７
７
８

８
ま
た
は
☎
０４２
・
４
７
３
・
９

９
９
６

◎
西
部
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

対
象
地
域
前
沢
四
・
五
丁
目
、

滝
山
・
下
里
・
柳
窪
・
野
火
止

・
八
幡
町
・
弥
生

a
b
２
月
１４
日
㈮
午
後
１
時
１５

分
～
２
時
半
、
西
部
地
域
セ
ン

タ
ー
第
２
講
習
室

k
l
西
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
０４２
・
４
７
２
・
０
６
６

１
さ
い
わ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー 

利
用
者
募
集

通
所
訓
練
市
内
在
住
の
１８
歳
以

上
の
知
的
ま
た
は
身
体
の
障
害

を
お
持
ち
の
方
で
、
一
般
就
労

が
困
難
な
障
害
者
に
対
す
る
創

作
的
活
動
ま
た
は
生
産
活
動
の

機
会
の
提
供
お
よ
び
社
会
適
応

訓
練

就
労
移
行
支
援
原
則
１８
歳
以
上

の
知
的
障
害
の
あ
る
方
で
、
企

業
な
ど
で
の
就
労
を
希
望
し
、

採
用
が
見
込
ま
れ
る
方
の
訓
練

お
よ
び
支
援（
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
訓
練
等
給
付
の
支
給
決

定
を
受
け
た
方
）

　
※
就
労
移
行
支
援
に
つ
い
て

は
、
障
害
者
総
合
支
援
法
に
基

づ
く
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
ま
ず
同
セ
ン
タ
ー
へ

相
談
く
だ
さ
い
。

f
若
干
名

k
l
同
セ
ン
タ
ー
☎
０４２
・
４
７

７
・
２
７
１
１（
平
日
午
前
９

時
～
午
後
５
時
）

自
立
支
援
医
療 

（
精
神
通
院
）

　
精
神
疾
患
お
よ
び
て
ん
か
ん

に
よ
る
、
通
院
の
た
め
の
医
療

費
助
成
の
制
度
で
す
。

　
通
常
、
医
療
保
険
で
は
医
療

費
の
３
割
が
自
己
負
担
と
な
り

ま
す
が
、
自
立
支
援
医
療
制
度

を
併
用
し
た
場
合
は
原
則
１
割

に
軽
減
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

本
人
・
世
帯
の
所
得
や
疾
患
な

ど
に
応
じ
て
、
月
額
自
己
負
担

上
限
額
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
定
所
得
以
上
の
方
は
、
非
該

当
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
更
新
手
続

　
有
効
期
間
が
終
了
す
る
と
、

自
己
負
担
額
の
軽
減
が
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
。
継
続
す
る

場
合
は
、
必
ず
更
新
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
有
効
期
間

の
３
カ
月
前
か
ら
障
害
福
祉
課

（
市
役
所
１
階
）で
受
け
付
け
ま

す
。

◎
診
断
書
は
２
年
に
１
度
提
出

　
更
新
手
続
き
に
お
け
る
診
断

書
の
提
出
は
、
病
状
お
よ
び
治

療
方
針
の
変
更
が
な
い
場
合
、

２
年
に
１
度
で
す
。
前
回
申
請

の
際
に
診
断
書
を
提
出
し
て
い

る
場
合
は
、
今
回
の
提
出
は
不

要
で
す
。
な
お
、
更
新
手
続
き

は
毎
年
必
要
で
す
。

　
有
効
期
間
を
過
ぎ
て
か
ら
の

再
開
申
請
や
前
回
診
断
書
な
し

で
手
続
き
を
し
た
方
は
、
診
断

書
の
提
出
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を

所
持
し
て
い
る
方
は
、
前
回
更

新
時
に
提
出
さ
れ
た
場
合
で
も
、

診
断
書
が
必
要
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

◎
所
得
区
分
の
変
更

　
保
険
証
の
世
帯
が
変
更
に
な

っ
た
、
ま
た
は
前
年
度
と
課
税

状
況
が
変
わ
っ
た
な
ど
の
場
合
、

有
効
期
間
の
途
中
で
も
所
得
区

分
変
更
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

新
し
い
所
得
区
分
の
適
用
は
申

請
日
の
翌
月
初
日
か
ら
で
す
。

◎
通
知
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

　
都
は
、
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
ま
た
は
自
立
支
援
医
療

受
給
者
証（
精
神
通
院
）を
お
持

ち
の
方
に
対

し
、
更
新
手

続
き
開
始
１

週
間
前
に
Ｓ

М
Ｓ（
シ
ョ

ー
ト
・
メ
ッ

セ
ー
ジ
・
サ

ー
ビ
ス
）ま

た
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
に
よ
り
通
知
す
る
サ
ー
ビ
ス

を
行
っ
て
い
ま
す
。
通
知
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
二
次
元
コ
ー

ド
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

l
同
課
福
祉
支
援
係
☎
０４２
・
４

７
０
・
７
７
４
７

◎
課
長
級（
カ
ッ
コ
内
は

前
職
）

　
市
民
部
課
税
課
長
兼
土

地
資
産
税
係
長
事
務
取
扱

（
市
民
部
課
税
課
長
）速
水

晃
嗣

l
職
員
課
☎
０４２
・
４
７
０

・
７
７
１
６

こどもと教育

同センターn

ＬＩＮＥ ＳМＳ

l児童青少年課助成支援係☎０４２・４７０・７７３６

　 ７ 年 ４ 月に新しい環境へステップアップするこどもたちの学びを、本に親しんでもらう機会を増やすことで応援するため、
図書カードを配付します。事前の申請は不要です。

令和 6年 4月 １日～ 7年 3月31日の間に以下の年齢に達する方。
・満 6歳（新小学 1年生）＝平成30年 4 月 2 日～31年 4 月 1 日に生まれた方
・満12歳（新中学 1年生）＝平成24年 4 月 2 日～25年 4 月 1 日に生まれた方

・満15歳（新高校 1年生など）＝平成21年 4 月 2 日～22年 4 月 1 日に生まれた方
・満18歳（新大学 1年生など）＝平成18年 4 月 2 日～19年 4 月 1 日に生まれた方

◆対象者

　 7年 １月上旬に対象児童の属する世帯の世帯主あてに、事業内容や対象者、受け取り方法などにつ
いての事前案内を送付します。その後、 1月下旬から順次、配付対象の児童あてに簡易書留で図書カ
ードを送付します。配付対象となる児童ごとに図書カードを送付するため、きょうだいがいる場合は、
同じ世帯であっても図書カードの配達の時期が別々になることがあります。

◆図書カードの配付方法

　お住まいの地域によって異なり、配達日の指定はできませんのでご了承ください。
やむを得ない事情により図書カードの送付先を変更したい場合や、図書カードの受け
取りを辞退したい場合には、届け出が必要となります。届け出の様式は、市nおよび
児童青少年課窓口（市役所 ２階）で取得できます。

◆配達日

市n

こども新生活応援事業こども新生活応援事業
～新入学・新生活を迎えるこどもたちに図書カードを配付します！～～新入学・新生活を迎えるこどもたちに図書カードを配付します！～
こども新生活応援事業こども新生活応援事業

※イメージです。実際のカードのデザインとは異なります。

市
人
事
異
動

１
月
１
日
付
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住
環
境

１
月
１３
日
月・祝
の 

ご
み
収
集

　
１
月
１３
日
は
祝
日
で
す
が
、

平
日
と
同
様
に
収
集
し
ま
す
。

　
ご
み
と
資
源
物
は
、
決
め
ら

れ
た
収
集
日
の
当
日
、
午
前
８

時
半
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

小
型
廃
家
電
類
を
除
く
全
品
目

が
戸
別
収
集
で
す
。

　
ご
み
収
集

日
や
分
別
な

ど
の
ご
み
出

し
ル
ー
ル
は

市
n
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

l
ご
み
対
策
課
☎
０４２
・
４
７
３

・
２
１
１
７（
粗
大
ご
み
の
申

し
込
み
は
☎
０４２
・
４
７
３
・
２

１
１
８
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
）

集
団
回
収
実
施
報
告
書

の
提
出

　
市
で
は
、
あ
ら
か
じ
め
市
に

登
録
し
た
団
体
が
、
対
象
の
資

源
物（
新
聞
・
雑
誌
・
段
ボ
ー

ル
・
古
布
・
ア
ル
ミ
缶
な
ど
）

を
市
の
登
録
業
者
に
引
き
渡
し

た
場
合
に
、
そ
の
回
収
量
に
応

じ
て
報
奨
金
を
交
付
し
、
活
動

を
支
援
し
て
い
ま
す
。
報
奨
金

の
交
付
に
は
、
集
団
回
収
実
施

報
告
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

今
回
提
出
を
受
け
付
け
る
の
は

６
年
７
月
～
１２
月
実
施
分
で
す
。

対
象
団
体
市
に
団
体
登
録
し
て

い
る
自
治
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
マ
ン

シ
ョ
ン
の
管
理
組
合
・
社
会
福

祉
法
人
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
な
ど

報
奨
金
交
付
額
回
収
実
績
量
に

応
じ
て
１
㌕
あ
た
り
９
円

必
要
書
類
①
市
集
団
回
収
実
施

報
告
書（
市
役
所
提
出
用
）②
前

回（
６
年
９
月
）の
報
奨
金
交
付

時
か
ら
団
体
登
録
の
内
容
に
変

更
が
あ
っ
た
場
合
は「
団
体
登

録
変
更
届
」、
報
奨
金
の
支
払

い
口
座
の
内
容
に
変
更
が
あ
っ

た
場
合
は「
支
払
金
口
座
振
替

変
更
届
」

提
出
方
法
１
月
３１
日
㈮
ま
で
に

（
消
印
有
効
）、
必
要
書
類
を
ご

み
対
策
課（
八
幡
町
２

−

１０

−

１０
）宛
て
郵
送
ま
た
は
直
接
同

課
へ

l
同
課
☎
０４２
・
４
７
３
・
２
１

１
７東

京
消
防
庁
災
害
時
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
１
月
１５
日
～
２１
日
は
防
災
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
で
す
。
東

京
消
防
庁
で
は
、
震
災
発
生
時

に
消
防
署
の
支
援
活
動
を
行
う

災
害
時
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
防

災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
活
躍
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

活
動
内
容
▼
平
常
時
＝
地
域
の

防
火
防
災
訓
練
や
防
火
防
災
教

育
等
に
参
加
し
、
市
民
の
方
へ

の
防
災
指
導
を
実
施
▼
震
災
発

生
時
＝
消
防
署
の
支
援
活
動

登
録
要
件
次
の
①
～
③
の
要
件

を
満
た
す
方
①
東
京
消
防
庁
管

内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
、
通
学

さ
れ
て
い
る
方
②
震
災
発
生
時

に
消
防
署
の
支
援
を
行
う
意
思

の
あ
る
１５
歳
以
上（
中
学
生
を

除
く
）の
方

③
応
急
救
護
、

震
災
時
の
復

旧
活
動
の
支

援
に
関
す
る

知
識
を
有
す
る
方

k
l
電
話
で
東
久
留
米
消
防
署

防
災
安
全
係
☎
０４２
・
４
７
１
・

０
１
１
９
へ

明
日
を
つ
く
る
、
新
た

な
一
歩
に
！「TO

KYO
-

ecosteps

」

　
参
加
型
の
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム「TO

K
Y
O

−ec�
osteps

」を
紹
介
し
ま
す
。

　
「TO

KYO

−ecosteps

」

と
は
、
公
益
財
団
法
人
東
京
都

環
境
公
社
が
運
営
す
る
プ
ッ
シ

ュ
型
の
情
報
発
信
ツ
ー
ル
で
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
ご
登
録

い
た
だ
く
と
、
都
内
で
開
催
さ

れ
る
イ
ベ
ン
ト
や
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
な
ど
、
環
境
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
情
報
が
配
信
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
メ
ン
バ
ー
登
録
や

環
境
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
に
よ

り
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
り
、
プ
レ

ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
応
募

す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

詳
細
は
、
同

公
社
n
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

l
同
公
社
総
務
部
経
営
企
画
課

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
室
☎
０３
・
３
６

４
４
・
２
１
６
６

お
知
ら
せ

デ
マ
ン
ド
型
交
通 

「
く
る
ぶ
ー
」 

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
東
久
留
米
市
デ
マ
ン
ド
型
交

通「
く
る
ぶ
ー
」は
、
利
用
登
録

し
た
方
の
予
約
時
間
に
合
わ
せ

て
、
自
宅
と
乗
降
場
間（
鉄
道

施
設
お
よ
び
公
共
・
公
益
施
設

な
ど
３２
箇
所
）、
ま
た
は
乗
降

場
同
士
を
運
行
す
る
乗
合
型
の

地
域
公
共
交
通
で
す
。

　
乗
合
運
行
の
た
め
、
同
じ
時

間
帯
に
予
約
し
た
方
が
他
に
い

た
場
合
は
複
数
の
方
が
同
乗
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
希
望
す
る
場
所
か

ら
乗
降
場
ま
で
車
両
が
送
迎
を

行
い
ま
す
。
身
近
な
交
通
手
段

と
し
て
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、
デ
マ
ン
ド
型
交
通
は
、

６
年
７
月
に
策
定
し
た「
東
久

留
米
市
デ
マ
ン
ド
型
交
通
の
本

格
運
行
に
向
け
た
運
営
方
針
」

の
と
お
り
、
年
齢
要
件
の
緩
和

な
ど
の
施
策
を
実
施
し
た
上
で
、

７
年
度
か
ら
本
格
運
行
し
ま
す
。

新
年
度
か
ら
の
利
用
申
請
な
ど

に
つ
い
て
は
、
詳
細
が
決
ま
り

次
第
、
広
報
紙
や
市
n
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

e
市
内
在
住
で
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方
▼
７０
歳
以
上
の

方
▼
妊
婦
の
方
▼
０
歳
～
３
歳

児
　
※
利
用
登
録
者
の
介
助
者
・

保
護
者
・
同
一
世
帯
の
方
も
同

乗
で
き
ま
す（
同
乗
者
は
登
録

者
と
同
じ
乗
降
場
で
の
み
乗
り

降
り
で
き
ま
す
）。

g
▼
登
録
料
＝
無
料
▼
利
用
料

金
＝
１
人
１
回
５
０
０
円（
同

乗
者
を
含
め
た
２
人
以
上
で
の

利
用
は
１
人
１
回
３
０
０
円
。

小
学
生
以
下
は
無
料
）

運
行
日
平
日（
土
曜
・
日
曜
日
、

祝
日
、
年
末
年
始
は
運
休
）

運
行
時
間
午
前
９
時（
利
用
者

出
発
）～
午
後
５
時（
利
用
者
到

着
）

乗
降
場
鉄
道
施
設
お
よ
び
公
共

・
公
益
施
設
な
ど
３２
カ
所

k
利
用
登
録
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
次
の
い
ず
れ

か
の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
①
道
路
計
画
課
窓
口（
市
役

所
５
階
）②

郵
送（
〒
２０３

−

８
５
５
５
、

市
役
所
道
路

計
画
課
宛

て
）③
o（
０４２

・４
７
０
・

７
８
０
９
）

④
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト（
市
n
ま
た
は
専
用
フ

ォ
ー
ム
か
ら
）

l
同
課
道
路
交
通
計
画
係
☎
０４２

・
４
７
０
・
７
７
６
８

市役所前を走る「くるぶー」

社
会
保
険
労
務
士
に
よ

る
無
料
相
談
会

a
１
月
２９
日
㈬
午
後
１
時
半
～

４
時

b
市
役
所
１
階
屋
内
ひ
ろ
ば

c
年
金
、
社
会
保
険（
健
康
保

険
、
雇
用
保
険
、
介
護
保
険
）、

労
働
問
題（
賃
金
未
払
い
、
解

雇
な
ど
）の
相
談

g
無
料

k
直
接
会
場
で

l
生
活
文
化
課
☎
０４２
・
４
７
０

・
７
７
３
８

市n

東京消防庁n

市n専用フォーム

飼い主のいない猫（野良猫）飼い主のいない猫（野良猫）
　　　　　　　対策セミナー　　　　　　　対策セミナー

　野良猫はネズミなどを駆除してくれる半面、繁殖力が非常に
高く、避妊手術をしていないメスが １匹いると、 １年後には約
２０匹に増えてしまいます。野良猫に起因するトラブル（糞尿被
害、エサの放置等）の解決のために、地域で取り組む野良猫対
策について考えます。野良猫の被害でお困りの方、野良猫のお
世話をしている方、ぜひご参加ください。なお、手話通訳が必
要な際は、申し込み時にご連絡ください。
a ２ 月１５日㈯午後 ２時～ ４時半
b市民プラザホール（市役所 １階）
f先着５０人　※予約の無い方でも、当日の枠に空きがあればご
参加いただけます。
d▼工藤久美子氏（NPOねこだすけ代表）▼田矢麻弓氏（チーム
SLP代表）
g無料
k １ 月１０日㈮～ ２月１４日㈮に（閉庁日時を除く）、
環境政策課生活環境係宛て電話または申し込み
フォームで
l同係☎０４２・４７０・７７５３ 申し込みフォーム

同公社n

災害時の災害時の 断水に備えましょう l都水道局立川給水管理事務所
　庶務課☎０４２・５４８・５４６１

◎ご家庭での備え
　災害時にはくみ置きした水道水が役に立ちます。日頃から水
道水のくみ置きを習慣にしましょう。
　くみ置きのポイント
①�清潔でふたのできる容器に、できるだけ空気に触れないよう、
口元まで一杯に水道水を入れてください。
②�人間に必要な水の量は １人 １日 ３リットルです。この量を目
安に、最低 ３日分のくみ置きをしてください。
③�塩素の消毒効果は、直射日光を避けて常温で保存すれば ３日
程度、冷蔵庫で保存すれば１０日程度持続します。日付をメモ
しておくと便利です。

アプリのダウンロードはこちらから☞

◎災害時に水を配る場所
　災害等により断水した際に、「災害時給水ステーシ
ョン」で水を配布します。市内には ２カ所（▼南沢給
水所〈南沢 ３ − ９ −２１〉▼滝山給水所〈滝山 ６ − １ −
１〉）の災害時給水ステーションがあります。
　※�水をとりに行く際は、清潔な容器（給水袋、ポ
リタンクなど）を持参してください。

　都水道局アプリでは、お近くの災害時給
水ステーションを簡単に確認することがで
きます。ぜひご利用ください。

都水道局アプリ
（Android）

都水道局アプリ
（iPhone）

このマークがこのマークが
目印です目印です
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凡例  a日時  b場所  c内容  e対象  f定員  d講師  g費用  h持ち物  iご注意  jその他  k申し込み  l問い合わせ  nホームページ  m電子メール

お知らせ 住環境



職
員
募
集

会
計
年
度
任
用
職
員
募
集

　
募
集
の
詳
細
は
市
n
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
※
任
用
期
間
が
４
月
１
日
か

ら
の
募
集
は
、
７
年
度
予
算
の

成
立
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

市n

⑴
児
童
厚
生
指
導
員（
会
計
年

度
任
用
職
員
・
専
門
職
・
育
休

代
替
職
員
）

任
用
期
間
①
２
月
１
日
～
３
月

３１
日
②
４
月
１
日
～
８
年
３
月

３１
日

　
※
①
は
育
休
代
替
職
員
。
①

②
い
ず
れ
も
終
了
後
再
度
任
用

の
場
合
あ
り
。

勤
務
時
間
月
曜
～
土
曜
日
、
月

１
２
４
時
間
、
午
前
８
時
１５
分

～
午
後
７
時
の
間
で
４
～
７
時

間
の
シ
フ
ト
勤
務（
変
則
勤
務

あ
り
）

報
酬
月
額
２１
万
７
９
７
０
円

（
別
途
、
市
の
規
定
に
よ
り
交

通
費
相
当
額
と
期
末
勤
勉
手
当

を
支
給
）

応
募
資
格
の
有
無
有

⑵
児
童
厚
生
員（
会
計
年
度
任

用
職
員
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
職
）

任
用
期
間
４
月
１
日
～
８
年
３

月
３１
日（
終
了
後
再
度
任
用
の

場
合
あ
り
）

勤
務
時
間
月
曜
〜
土
曜
日
、
月

７５
時
間
程
度
、
午
前
８
時
１５
分

〜
午
後
６
時
の
間
で
４
〜
７
時

間
の
シ
フ
ト
勤
務（
変
則
勤
務

あ
り
）

報
酬
時
給
１
１
７
４
円（
別
途
、

市
の
規
定
に
よ
り
交
通
費
相
当

額
と
期
末
勤
勉
手
当
を
支
給
）

応
募
資
格
の
有
無
無

◎
⑴
⑵
共
通
事
項

勤
務
場
所
市
内
学
童
保
育
所

募
集
人
数
若
干
名

募
集
説
明
会
１
月
１４
日
㈫
９
時

か
ら（
４０
分
程
度
）・
市
役
所
５

階
５
０
１
会
議
室

申
込
期
間
１
月
１５
日
㈬
ま
で

l
児
童
青
少
年
課
児
童
青
少
年

係
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７
３
５

⑶
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
相
談

支
援
員（
会
計
年
度
任
用
職
員

・
専
門
職
）

任
用
期
間
４
月
１
日
～
８
年
３

月
３１
日（
終
了
後
再
度
任
用
の

場
合
あ
り
）

勤
務
時
間
月
１６
日
、
午
前
８
時

半
～
午
後
５
時
１５
分
の
シ
フ
ト

勤
務（
土
曜
日
勤
務
あ
り
）

勤
務
場
所（
わ
く
わ
く
健
康
プ

ラ
ザ
内
）こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ

ー募
集
人
数
１
人

報
酬
月
額
２６
万
５
９
０
円（
別

途
、
市
の
規
定
に
よ
り
交
通
費

相
当
額
と
期
末
勤
勉
手
当
を
支

給
）

応
募
資
格
の
有
無
有

申
込
期
間
１
月
３１
日
㈮
ま
で

l
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
こ
ど

も
支
援
係
☎
０４２
・
４
７
１
・
０

９
１
０

⑷
わ
か
く
さ
学
園
心
身
障
害
児

指
導
員（
会
計
年
度
任
用
職
員

・
専
門
職
）

任
用
期
間
４
月
１
日
～
８
年
３

月
３１
日（
終
了
後
再
度
任
用
の

場
合
あ
り
）

勤
務
時
間
平
日
午
前
８
時
半
～

午
後
５
時

勤
務
場
所
市
児
童
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
わ
か
く
さ
学
園

募
集
人
数
１
人

報
酬
時
給
１
５
７
０
円（
別
途
、

市
の
規
定
に
よ
り
交
通
費
相
当

額
と
期
末
勤
勉
手
当
を
支
給
）

応
募
資
格
の
有
無
有

l
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
わ

か
く
さ
学
園
☎
０４２
・
４
６
７
・

３
２
７
５

官
公
署

　
な
ど

柳
泉
園
組
合 

水
銀
濃
度
測
定
結
果

　
廃
棄
物
焼
却
施
設
の
排
ガ
ス

中
に
お
け
る
水
銀
濃
度
の
規
制

値
は
、
改
正
大
気
汚
染
防
止
法

で
０
・
０５
㍉
㌘
／
ノ
ル
マ
ル
リ

ュ
ー
ベ
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

６
年
８
月
～
１０
月
の
測
定
結
果

（
各
月
の
１
時
間
平
均
値
の
最

高
値
）は
、
１
～
３
号
炉
い
ず

れ
も
０
・
００
㍉
㌘
／
ノ
ル
マ
ル

リ
ュ
ー
ベ
で
し
た
。

l
柳
泉
園
組
合
技
術
課
☎
０４２
・

４
７
０
・
１
５
４
７

蜜
蜂
を
飼
育
し
て
い
る

方
へ

　
蜜
蜂
の
飼
育
を
す
る
場
合
は
、

飼
育
の
届
け
出
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
ご
家
庭
で
の
趣
味

の
養
蜂
で
も
届
け
出
が
必
要
で

す
の
で
、

毎
年
１
月

末
ま
で
、

ま
た
は
飼

育
開
始
日

が
決
ま
っ
た
時
点
で
飼
育
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
細
は

都
n
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

l
都
農
業
振
興
事
務
所
振
興
課

畜
産
担
当
☎
０４２
・
５
４
８
・
４

８
６
８前

田
病
院
市
民
・
院
内

フ
ォ
ー
ラ
ム

a
１
月
２５
日
㈯
午
後
２
時
か
ら

b
前
田
病
院
１
階
待
合
室（
中

央
町
５

−

１３

−

３４
）

c「
高
齢
者
運
転
の
現
状
と
免

許
更
新
～
あ
な
た
の
運
転
は
大

丈
夫
で
す
か
？
」

d
前
田
達
浩
氏（
同
病
院
副
院

長
）

g
無
料

i
会
場
の
収
容
人
数
に
限
り
が

あ
り
ま
す

k
事
前
に
同
病
院
医
療
連
携
室

へ
電
話（
☎
０４２
・
４
７
３
・
２

１
３
３
）で
申
し
込
み
を

l
同
室

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集

　
市
内
在
住
で
原
則
６０
歳
以
上

の
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方

を
募
集
中
で
す
。
ま
ず
は
入
会

説
明
会
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

a
１
月
１５
日
㈬
午
後
１
時
～
４

時
の
間
で
１
時
間
程
度

b
同
セ
ン
タ
ー（
下
里
４

−
１

−

４４
）

e
市
内
在
住
の
原
則
６０
歳
以
上

で
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方

h
年
度
会
費
１
２
０
０
円
、
筆

記
用
具
、
本
人
確
認
書
類

k
l
１
月
１３
日

ま
で
に
電

話
で
同
セ
ン
タ
ー
☎
０４２
・
４
７

５
・
０
７
３
８
へ

会 員 募 集
◆カラオケ（ひまわりクラブ）＝a月
２回。水曜日午前１０時～正午b東部
地域センターg入会金１,０００円、会
費月２,０００円jプロの作曲家先生が
歌の基礎から親切丁寧に指導。初心
者歓迎見学可l荒川☎０４２・４７７・
４３１８
◆東久留米ペン習字会＝a毎月月曜
日と水曜日の各 ２回。午前１０時～正
午他b生涯学習センターg入会金
５００円、会費月３,０００円他j午後の場
合もあり。つけペンとボールペン。
初級から上級までl板坂☎０４２・４７０
・１８６７
◆東久留米市スポーツウエルネス吹
矢協会＝a毎週金曜日午前 ９時～１１
時１０分bスポーツセンターg入会金
１,０００円、会費 １回２００円j ６ ～１０m
先の的に向かい矢を吹込みます。年
齢性別は問いません。楽しみましょ
うl土屋☎０９０・３３１４・０９０２
◆東久留米市中途失聴者・難聴者協
会＝a月 ２回。土曜日午前１０時～正

午b生涯学習センター他g会費年
２,４００円（家族割引あり）j会員を募
集しています。詳しい内容はインス
タグラムに載せてますl荒井o０４２
・４７３・６６１１（氏名、連絡先を記入し
てください）
◆東久留米市山岳連盟・トレッキン
グクラブ＝a毎月第 １水曜日午後 ６
時半～ ８時bコミュニテイホール東
本町g入会金５００円、会費年 ２ 回
３,０００円他j近郊の低山からアルプ
ス級の山々へ月 ３～ ４回計画、参加
は自由ですl中山☎０９０・４６７５・
７１４８

催 し
◆相続・空き家・遺言の相談会（NPO
法人ブループレートプロジェクト）
＝a １ 月１７日㈮～ ２月１６日㈰、いず
れも午前 ９時～午後 ６時b生涯学習
センター他g無料j完全事前予約制。
初回５０分、まずはご相談くださいl
工藤☎０９０・９１０６・７６４７

市民 伝言板

都n

　無料で税理士に相談の上、確定申告書を作
成・提出できます。対象の方は、年金受給者、
給与所得者および小規模納税者です。小規模
納税者とは、事業・不動産・雑所得の所得金
額が３００万円以下の方です。
※�申告書等の提出のみの方は、税務署に直接
お持ちいただくか郵送でご提出ください。
※�土地、建物、株式などの譲渡所得がある方
は、税務署にご相談ください。
a ２ 月 ４ 日㈫～ ７日㈮
　いずれも午前 ９時半～午後 ３時半
b東久留米市役所 ７階７０１会議室（車での来場
はご遠慮ください）

h①マイナンバーカード②マイナンバーカー
ド発行時のパスワード＝利用者証明用電子証
明書（数字 ４ 桁）、署名用電子証明書（英数字
６ 文字以上１６文字以下）③スマートフォンま
たはタブレット④e−Taxの利用者識別番号
（半角数字１６桁）をお持ちの方は、利用者識別
番号と暗証番号の分かる書類⑤源泉徴収票な
どの申告書作成に必要な書類
k １ 月１０日㈮午前 ９時から相
談実施日の ３日前までに、申
し込みフォームから事前申し
込みを 申し込み

フォーム

l東村山税務署個人課税部門
☎０４２・３９４・６８１１（自動音声で ２番選択）

東京税理士会東村山支部
　　　による無料申告相談

市役所では事前申し込みや問い合わせなどへの対応はしていません

開催日時 １ 月１３日
▼午前１０時半から…久留米・西・南中学校の通学区域の方
▼午後 １時半から…東・大門・下里・中央中学校の通学区域の方
　※各回いずれも開始２０分前から受け付けです。
開催場所生涯学習センター
内容式典（手話通訳あり）・アトラクション・フォトスポット
　※同センター ２階にお抹茶席を用意しています。ぜひお立ち寄りください。
対象者平成１６年 ４ 月 ２ 日～１７年 ４ 月 １ 日に生まれた方
注意事項▼対象の方には案内状を送付しています（届いていない方は式当日
に受付に申し出てください）▼お子さんや保護者の同伴はできません（障害の
ある方などの付き添いや介助を除く）▼会場の駐車場は利用できませんので、
公共交通機関で来場を
　※�障害のある方には駐車場を用意しますので、事前に電話で市文化協会へ
お問い合わせください。

問い合わせ市文化協会☎０４２・４７７・４７００または
　　　　　生涯学習課生涯学習係☎０４２・４７０・７７８４

市n

二十歳（はたち）のつどい二十歳（はたち）のつどい

ロ
ビ
ー
の
様
子

抹
茶
席
の
様
子

7．1．10 7
官公署など職員募集
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